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特別損失の計上及び業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 当社は、2026年３月期第４四半期連結会計期間（2026年１月１日～2026年３月31日）において、下記のとおり特別損失を計

上することとなりましたので、その概要をお知らせいたしますとともに、2025年５月 14日に公表いたしました 2026年３月期の

業績予想値と本日公表の2026年３月期通期実績値について、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

  

記 

 

１．特別損失（減損損失）の計上 

 移転の意思決定を行ったことから、処分が確定した店舗の固定資産及び一部店舗の固定資産において収益性の低

下による減損の兆候が認められたことにより「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能性を検討

した結果、2026 年３月期第４四半期連結会計期間において、減損損失 40,633 千円を計上いたしました。 

 これにより、第３四半期までに計上いたしました 11,404千円と合わせ、合計 52,038 千円を減損損失として特別

損失に計上いたしました。 

 

２．2026 年３月期通期業績予想値と実績値との差異                

 （単位：百万円） 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 11,629 320 286 179 25.14 

実績値（Ｂ） 11,533 250 198 78 10.89 

差異（Ｂ-Ａ） △96 △70 △88 △100   

増減率（％） △0.8% △22.0% △30.8% △56.0%   

（ご参考）前期実績 

（2025 年３月期） 
10,089 △74 △100 △172 △24.16 

 

３．業績予想値との差異が生じた理由 

 売上高につきましては、概ね予想通り進捗したものの、レジャー事業における「THE BOTANICAL RESORT『林音』（ザ ボタ

ニカルリゾート リンネ）」の開業経費が工期の延長や資材価格の高騰などにより、当初の計画より大幅に超過したことで営

業利益・経常利益を押し下げる結果となりました。  

また、「１．特別損失（減損損失）の計上」に記載した減損損失を特別損失に計上したことにより、親会社株主に帰属す

る当期純利益は 78百万円となり、予想値を下回る結果となりました。 

以 上 


